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会議録（要旨）

１ 会 議 名：平成２２年度第２回 行政改革懇談会

２ 日 時：平成２３年１月２８日（金）午前９時３０分～午後０時１５分

３ 会 場：西木総合開発センター ２階 農林研修室

４ 出席委員：１２名

【概況】

■市長あいさつ

おはようございます。年が明けて初めてお会いする委員の皆さまもおります。本年もよ

ろしくお願い申し上げます。

雪の具合を大変心配していると思います。大仙市、横手市、湯沢市が豪雪である中、仙

北市は平年並みの状況ではありますが、これから寒波の襲来によってどのようになるか、

緊張感をもってあたっていきたいと思います。雪が少なくても多くても、市民の生活にと

っては大変重要な環境になりますので、手を抜かず、コストをあまり掛けることなく、皆

さまの生活を守るための交通確保や安全確保を進めていきたいと思います。

皆さまには仙北市の行政改革を担っていただくという意味合いで、新しく委員になられ

た方、もしくは以前から委員で頑張っていただいている方がいらっしゃいますが、簡単に

話をすると、今までは国や県、仙北市もそうですが、これまでの形では行政を運営してい

くことは難しい状況になっています。どのようなことかというと、１つは財源の確保がと

ても難しくなっているということがあります。900兆円ぐらいの国家の借金があり、これ

を国民一人ひとりにすると約700万円の借金を背負っていただいている状況にあります。

要するに、経済状況の変化で行政も当然それに対応していかなければならない仕組みがな

かなかできていないということがあります。仙北市の場合は市民分権、地方分権とよく言

いますけども、これは地方分権一括法ということで法律もできておりますが、その地方分

権の中の市民分権を進めていき、行政と市民の方々が一緒になって地域を守り、支え、発

展させていくという仕組みを一刻も早く作らなければいけないという思いから、自分の市

政公約を作ったわけですが、今はその過程の作業を行っている状況ですので、どうか皆さ

まには、日頃から考えていることに対して、もっとここで省力化、コストダウンを図り、

なおかつ効果があるということを考えていくという思いで、議論に御参加いただきたいと

思っています。

今の現状は、決して暗い状況だけではないと思っております。この状況の中で右に行く

か、左に行くか、一歩後退するか、思い切って前進していくか、この判断を行政だけでな

く、市民の方々と一緒にやることによって絶対に活路は開ける、見いだせると思っており

ます。行政を運営していく市民の方々一人ひとりが、責任を持っているという心持ちで議

論に御参加いただきたいと思います。よろしくお願い申し上げます。

■事務局より

本会議は委員改選後、初めての会議であることから、本会議の設置目的等について次の

とおり説明を行った。

行政改革懇談会は、簡素で効率的な市政の実現に向けて、市民の広範な意見を反映させ

るため設置された。

本会議の所掌事務は、「行政改革大綱の審議に関すること。」、「行政改革大綱の進行管

理に関すること。」及び「その他行政改革の推進に係る必要な事項。」である。

現在策定されている仙北市行政改革大綱の推進期間は平成18年度から平成22年度の５年

間となっており、進行管理と併せ、次期行政改革大綱策定に向けて審議していただく。

今年度の取り組み、大綱の進捗状況については次回開催時に報告する。
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平成17年度から平成21年度にかけて取り組んだ仙北市行政改革集中改革プランの検証結

果についても次回開催時に報告する。

委員の皆さまの任期は平成22年10月１日から平成24年９月30日までの２年間となってい

る。

会議の内容は、市のホームページ上で公開しているほか、市役所各課の全職員へ回覧し、

意見が業務に反映されるように努めている。

■委員、職員の紹介

委員の皆さんの自己紹介後、事務局職員の紹介を行った。

■会長互選

（市長臨時進行）互選について諮ったところ、委員より藤原委員を推薦する旨の意見が

出され、採決の結果、満場一致で藤原委員を会長とすることに決定した。

■会長あいさつ

この度、会長という大役を務めさせていただくことになりました。実は今回で３回目と

なります。今回は自分も委員席に座り、色々と意見を述べたいと思っておりましたが、皆

さま方からの御推薦により、会長職を務めさせていただくことになりました。いくらかで

はありますが、仙北市の発展のためになるのではないかと思っておりますので、御協力お

願い申し上げます。

自分は退職後、現在90歳を超える母を介護しておりますが、自身も65歳以上の高齢者人

口に入りました。行政では、社会福祉関係にも目を向けながら運営を進めていただければ

という意見を申し上げまして、会長就任のあいさつに代えさせていただきます。よろしく

お願い申し上げます。

■案件

（１）次期「仙北市行政改革大綱」（素案）について

会 長 次第に基づきまして、案件に入るわけでありますが、先程各委員の方々

の自己紹介がありましたように、再任された方が４名ということで、残り

９名の方は初めての参加ということになります。どうか遠慮なさらずに自

分の意見を出していただければと思います。

それでは、（１）次期仙北市行政改革大綱（素案）について、事務局か

らの説明後、皆さま方から御意見をいただきたいと思いますのでよろしく

お願い申し上げます。

事務局 仙北市行政改革大綱（素案）について資料に従って説明

会 長 事務局から行政改革大綱のこれまでの取り組みと、次期行政改革大綱の

素案について説明がありましたが、行政の専門用語で御理解しにくい点も

あろうかと思います。事前に資料等を配布いていただいておりますので、

一通りお目通しいただいたと思いますが、私自身も専門用語になりますと

理解し得ない部分もありますが、この後には、新しい委員の方々も含めま

して、全員から感想や次期行政改革大綱にはこういったものも盛り込んだ

ら良いのではないかという提案等がありましたらお話しいただきたいと思

います。それではよろしくお願いいたします。

委 員 行政改革の取り組みは現在も進行中であると思います。それを受けて第
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２段階に取り組むものと思いますが、第１段階の方向性を決める際にも委

員として参加しており、それで良いのではないでしょうかとお話ししまし

た。けれども、その方向性の中で、現場で実際にやってみて、大きな問題

点であるとか、方向性が違っていたということによって変えた部分はあり

ますか。

事務局 現在の大綱では、重点的項目として18項目に取り組んでいます。同じ内

容の項目もありますが、見やすいかたちにする目的から、段階的な構成と

し、実施済みの項目に関してはそのまま継続することになりますので、今

回の推進項目には載せておりません。

また、検討の結果、できないと判断された項目に関しては推進項目から

除いております。

これから必要になる部分として、市民との協働というものを前面に出し

ているとことです。

委 員 行政改革の中で、市民にとって見える部分というのが民営化だったよう

な気がします。この民営化の進め方について何か問題はなかったのでしょ

うか。

事務局 最初の民営化といたしまして、特別養護老人ホーム清眺苑の民間譲渡が

行われましたが、準備期間が１年間という非常に短い期間でしたので、移

譲先も日程的に厳しいということがありました。それを踏まえ、今回の特

別養護老人ホームかくのだて桜苑、養護老人ホーム寿楽荘に関しましては

２年間の期間を設けて進めているところです。

利用者や御家族への説明というものを十分に行う必要があるということ

で、民営化ありきではございませんが、今後検討を進めていくことになっ

ております保育園のあり方に関しましては、保護者、職員を含めて、更に

御理解いただく必要があり、説明の機会を増やさなければならないと思っ

ております。

市 長 これからはむしろ考え方が大きく違っていかなければならない部分があ

ります。第１次の大綱では、合併した後の仙北市のかたちを創らなければ

ならないという枠で、行政を建物で表現すれば、土台を作り、柱を上げ、

屋根を上げなければならないところが大きかったと思います。しかし、第

２次になると、実際に家の中の部屋割りや部屋の機能であったりをどのよ

うに仕掛けていくかというところに意識を集中していく必要があると思い

ます。

決して５年間できっちりと家ができたというところまでは進めることが

できなかった、今であれば、暖房は太陽光パネルにしてはどうかといった

ように、様々な状況が変わってきたことに対応していきながらということ

も第２次では付け加え、家族という市民の方々がやれることをもっと見直

しましょうというのが第１次よりもより深くなっています。新しい状況を

附加していくところが大きいと思います。

もう１つは、２点目でお話しのありました民間移譲の話でありますが、

前回の１次の大綱と今回の２次の大綱の方向性は変わらないと思います。

なぜかといいますと、市のサービスのレベルが本当に良かったのかという

ところから考えなければならないし、市の職員が市の直営で行っているサ

ービスを当たり前と思って良いのかというところから考えを及ばさなけれ
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ばなりません。市民の方々からすると、同じ料金で同じサービスというの

は最低条件の話であって、できればその料金でもっと良いサービスを受け

たいというのが当たり前のことであると思います。職員の方々がそれを行

うということに限界があるのではないかという疑問点を持ってスタートし

ているというところが正直なところです。民間の方々であれば、頑張れば

頑張るほど自分たちに対する対価は得られますが、役所の場合はいくら頑

張っても公共の料金から人件費まで、一定レベルしかないわけであります

ので、頑張れば頑張るほどとすれば、それだけサービスも向上するという

ところを伸ばしていかなければならないという思いは確かにあります。今

お話しのありました保育所に関してはよく言われますが、例えば、高齢者

の施設であったり、保育所であったり、行政は弱い部分から切っているの

ではないかというお話しをよく受けます。けれども、そうではなく、高齢

者の場合はより良いサービスを提供するためにどうすればいいかという仕

掛けを創り、一方で、保育所の場合は次の時代に伸びていく子ども達にど

ういう環境を提供しなければいけないかという時に、今まで一定の基準で

行ってきた保育のサービスで良いのか、弱いところを切るという考え方よ

りも、今のままで良いのか、今が普通という考え方が本当なのかというと

ころから物事が始まっているというのが改革大綱の着眼点というように考

えていただければと思います。

委 員 専門用語も多く、事前の勉強不足で失礼な発言をするかもしれませんが、

会長からも遠慮なくということでしたので、思ったことを質問させていた

だきます。

今回初めて参加させていただいたところですが、行政改革のテーマとい

うことは、資料の中の１番最初にありました「徹底した行政のスリム化」、

「市民と行政の協働による地域運営」が大きなテーマであるという認識で

よろしいでしょうか。

事務局 そのようになります。

委 員 その点をおさえ、先ほどから具体的な諸表、財政指標を説明いただきま

したが、すべて秋田県平均や同様の地域レベルを上回っているものの、危

機的なレッドカード、イエローカードではないという御報告していただき

ました。しかし、目指すところは今のレベルで良いものなのか、目指すレ

ベルはどこにあるのかというところがあればお伺いしたいと思います。

そして、具体的な取組内容が記された体系表は、我々のような素人でも

このようなことに取り組むのかということがよく分かり、非常によいと思

います。その中で、現場が行う網掛け部分の取組内容のところを更に具体

的にすることになろうかと思いますが、この段階で数字を入れていただけ

れば、市民や我々のレベルでも分かりやすいと思います。この資料は全国

どこに出してもケチを付ける人はいないと思いますが、これが何月までな

のか、何人なのか、何百なのかという数字を入れることによって、更に具

体化されるはずです。ですので、わざと出していないということもあるか

もしれませんが、その部分があるとないとでは取り組みに対する気の持ち

ようも違いますので、それを１つ申し上げたいと思います。

それと市長のあいさつの中で人事の評価に関するお話しがありましたが、

この件に関しては私も断片的な知識しかありませんが、地方の行政の中で

はなかなか人事評価ができない部分が、最も改革しにくい大きな壁になっ
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ているということを伺ったことがあります。その中でもやれないこととや

らないことなどがあって、人事委員会など一般企業と違うものですから、

どれがプラスの評価で、どれがマイナスの評価なのかということが非常に

やりにくいことと伺っております。自身もそのようなことに携わることが

ありましたので、具体的にこういったものをやろうと思っているだとか、

前はこうであったけれどもできなかったということがありましたらお伺い

したいと思います。

事務局 財政指標等の目標数字ということで、これは２つ目の質問と同じ内容に

なりますが、体系表では取組項目と取組内容までしか記載しておりません。

今後、各課との協議により、この内容は何年度に計画し、何年度に実施す

るのかという詳細な計画表を作成し、その段階で目標数値を設定します。

資料に基づいて説明いたしますと、財政調整基金の現在高は何年度はこの

くらいで、翌年度にはこのくらいという目標数値を設定するということに

なります。また、指標では、経常収支比率は何年度までにはいくらまで改

善させていくという目標数値を設定し、それに向けて取り組むことになり

ます。本日資料として配布しておりませんが、実施計画書には取組年度や

目標などが詳しく載ることになります。

市 長 人事評価に関しては、委員がおっしゃるとおり大変難しい問題です。人

事評価をするときに、同じレベルで職員給与の話をしてはいけないという

思いがありますが、基本的に職員の方々の働き具合を総称して人事評価と

いう話とした場合、内部評価と外部評価という考え方があって、１つには

課や所属する機関の上司の評価、それとは相関しない外部評価というもの

があって、むしろ市民の方々からすると、内部評価よりも外部評価の方が

相当厳しく、要求度が高いというのが普通であります。

自分たちが何を目指しているかといいますと、内部評価よりも外部評価

の厳しい指標を参考にしたいという思いがあります。

この前の議会でも同じように、職員の評価をどうするのかという話があ

りました。この評価がサービスの質につながるという認識が一致している

ことから、このようなお話しが出てくるわけでありますが、正直なところ

かなり難しいと思っております。ただし、そのためにという思いもありま

して、先ほどの説明にもありましたが、１月20日から市民満足度カウンタ

ーというものを取り入れております。これは市のホームページ上において、

今の行政の質をどのように思っているかを判断するための１つの仕掛けで

あります。現在は満足よりも不満のカウント数が何倍も多いという状況に

なっています。なぜこのようなことをやるのかといいますと、もちろん自

分が緊張感を持つということも必要でありますが、満足度は福祉や教育と

いった分野に分けてあります。その分けているところで不満度がどれだけ

あるかという状況を見る職員の方々からすると、自分の仕事が評価されて

いないというような外部からの評価を感じることができます。このような

仕掛けをもう２つから３つ取り入れたいと思っております。直接本人にあ

なたはこうだと言うことは、内部的な評価で上司からきちんとやっていた

だき、外部からの厳しい目をもっと感じてほしいという仕掛けをしていき

たいと思っています。

委 員 最後の体系表に関しまして、ある程度具体的なところというのは市民に

対して公表できるものでしょうか。
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事務局 この項目に関してはどのような計画で、目標はこうであるということを

懇談会でも報告いたしますし、市民の皆さまへも公表いたします。

委 員 公表の方法としては、ホームページ上と考えられているのでしょうか。

事務局 そのように考えております。

委 員 事前に配布いただいた資料を見させていただきましたが、詳しい内容ま

では分からないところですが、これまでの行政改革の取組の中で、トップ

マネジメントの充実、第三セクター及び外郭団体等の経営改革というのが

ありますが、例えば、今後これらやってきた項目の目標なども提示される

のでしょうか。

事務局 第三セクターの経営改革に関しましては継続して取り組むことになりま

すが、次期大綱の取組項目として第三セクターの経営改善ということにな

っております。その中では経営の統合なりを含めたかたちでの取り組みを

進めていくということになっております。

前段ではそれに向けた協議会の立ち上げや経営改善計画を策定いたしま

したが、次期大綱ではどのようなかたちで存続させるのかという経営改善

に取り組むことになっております。

委 員 いつ頃までどのようなことをということはこの後ということでしょうか。

事務局 そのように考えております。

第三セクターの関係でありますが、市で持っている第三セクターは施設

の管理運営を中心に行われておりますが、これまでの５年間と変わる部分

として、今ある施設の老朽化に伴い、大規模改修の時期を迎える可能性が

あります。これまでは、あるものを運営するだけの組織でありましたが、

今後はリニューアルの部分に関し、運営している第三セクターがどのよう

なかたちで関わっていくのか、所有は市のものでありますので、その関わ

り方について今までの流れとは別の考え方をしていかなければならないの

ではということで、具体的にどうするという話はできませんが、そこが今

想定される大きな問題点になるのではないかと考えております。

また、合併前に造られたそれぞれの第三セクターですので、体力強化と

いことを考えますと、市が一方的にできるようなものではありませんが、

統合も考えなければならないことが、次期行革大綱の中でのテーマになる

と考えております。

委 員 私も先にお話しがありましたように、気になっていたのが保育園や福祉

施設の民営化でありました。いずれ人口や子どもの数が減っていく中で、

民営化されて本当に今の水準が維持できるのかというのが１つ気になって

いたところです。老人ホームであれば、今いる人口が年をとれば対象とな

るわけですが、子どもに関してはどうなのかというところがあります。

もう１つはこの会議の趣旨にそぐわないかもしれませんが、どこの地域

にもある問題として、空き家等が結構あるのではないかと思います。その

空き家も管理する人がいれば壊れないで済みますが、今後、横手や湯沢の

ような大雪になった場合、家が崩壊して周りの人達が迷惑するのではない
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かということで、そういったものをどう手入れしたらよいのかということ

とがあります。

それに付随して、学校や施設等が統合され、遊休施設が非常に多いとい

う中で、本当にそれが処分できるものなのか、市民のために使わせるのか

というところで施設が生きてくるか、死んでくるのかということもありま

すので、そのところの検討もお願いしたいと思います。

事務局 空き家対策に関しましては、空き家バンクということで、貸したり売っ

たりできる建物について、仙北市が仲介するというかたちが作られており

ます。それは人が使うことができる建物が対象となっております。人に貸

したくもないし、売りたくもないけれども管理する人がいないというのは

周辺部のみならず、市街地にも見受けられます。また、所有権の問題もあ

り、行政がなかなか手をかけられない、更にずっと手をかけられなかった

ために壊れそうだ、既に壊れているというところもあるようです。市街地

では担保や利害が絡んでおり、価値がなさそうに見えても壊した場合、そ

の部分はどうなるのかということから、行政としてもなかなか手を掛けら

れないというような状況であり、合併以前から長い間課題となっています。

市 長 保育所の件についてお話しいたします。市の保育所、幼稚園の職員の方

々にお集まりいただき、現状についてお話しいたしました。また、各地区

の保育園を回り、保護者の方々ともお話ししております。どのようなこと

かと言いますと、民営化するという話ではなく、今どのような状況に置か

れているかというお話しをさせていただきました。

40人ぐらいの子どもたちが待機、保留児童として保育園に入れていない

という状況があります。主に０歳児、１歳児ぐらいが多くなっています。

例えば、どこかに仕事について給料をもらわなければならない若者がた

くさんおりますが、非常に狭き門となっております。そのような話があっ

たとき、すぐに仕事に就ける、保育の状況に欠けるという家庭の方々は、

すぐに保育園に預けたいという気持ちがありますが、40人ぐらいに対応で

きておりません。なぜ対応できていないかといいますと、１つは施設の面

積が足りないということ、もう１つは保育士の数が不足しているという問

題があります。

仙北市は60％が臨時の職員、残り40％が市の職員となっております。な

ぜ60％の職員が臨時職員のままであるかといいますと、先ほど皆さんにお

話しいたしましたように、職員の定員適正化計画というものがあります。

仙北市の職員には保育士や看護士もおりますが、他の町の３倍くらい職員

が多いので、当然、削減していかなければならず、そうしなければ先ほど

御説明いたしました経常収支比率、金額で表せば、100万円のうち92万円か

ら93万円が人件費や扶助費に充てられ、政策的に使えるお金がないという

状況にあり、これを改善しなければ市の発展はあり得ないということで、

人件費削減に取り組んでいるところです。そうした場合、保育士を正規に

市役所の公務員として採用することには非常に躊躇します。また、後年度

の債務といいますか、退職するまで給料を払っていかなければなりません。

それも厳しい財政状況にあるということがあります。そのため、今の状況

にあるわけですが、臨時職員であれば保育士を募集しても集まらないわけ

です。40人も待機、保留児童がいるのだから、何とか保育士さん方にはこ

こへ来て仕事してくださいと言っても、臨時で安定性のない職場であると

判断され、保育士には若い方々が多いこともあり、そのような待遇では人
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生設計も描けないということから、今の状況のような悪循環になっていま

す。考えられるのは、今の職員の方々と臨時職員の方々の混合体を全く１

つの民間の、正職員ばかりの会社し、それによって現在臨時職員の方々も

すべて社会保険、厚生年金に入り、正職員として安定した職場として雇用

することで、新たに働いていただける方も増え、待機している子どもたち

も保育園に入園させることができるという循環に持っていきたいと思って

います。ただし、民間だからといっても完全な民間ではなく、市が関与す

る民間として、第三セクターや後者という考え方もできますが、それで市

が責任を持って保育と教育ということを担保し、正職員というかたちで採

用できるような半民半官の仕組みを創ることで、やっと若い保育士さんは

そこで働くということではないかと考えています。万全の体制を整えても

少子化によって子どもの数が少なくなるのだから、もう５年、10年我慢す

れば、少なくなる人数で対応できるという考え方もできるかもしれません

が、行政は今ある問題をどのように解決するかということに、一生懸命に

ならなければいけないという本質的な役割がありますので、職員のためで

はなく、待機している子どもたちを受け入れるという体制作りをしたいと

いうことで、民間の運営もあり得るというお話しをしているところです。

平成23年度はそれをしっかりと研究しようということで、これからになり

ますが、議会に対しましても予算に盛り込ませていただきたいということ

をお願いしたいと考えております。

委 員 私もこういった会議に参加するのは初めてですが、資料を御説明いただ

きまして、行政ではかなりの事業が行われていると感じておりますが、こ

の大綱策定の中心となるのは政策推進課となるのでしょうか。

市 長 政策推進課が中心となって進めてまいります。

委 員 大綱を策定するにあたっては、住民の声や自分の目で見た現場の状況か

ら、住民の本意を間違えないように感じ、策定することが大切ではないか

と思います。国では事業仕分けが行われておりますが、実績からして無駄

なこともあったものと思います。

これまでの事務、行政事情に対して感じたのは、観光事業行政が全くな

かったというところです。観光というのは、今後一番大事になってくると

思いますが、市の将来像として「観光産業を活かした北東北の交流拠点都

市」を目指すという大きな広告が出ているわけですが、観光行政をどのよ

うにしていくかという計画とは別にした行政改革とするのでしょうか。こ

れからは地方自治も経営感覚を持って進め、自主財源の確保のためにも観

光が大事ではないかと考えております。

例えば、日本はＧＤＰの0.1％が観光収入となっており、仙北市には観光

資源が点在しているわけです。そうした観光の資源を活かすような計画を

立てていけばどうかと思っております。

また、事務事業に関してですが、昨年度は197とかなりの事業が行われて

いたようです。それが平成21年度の事務事業は50事業に減っています。こ

の要因が補助金事業は別枠で行われたため、半分以下に減少となったとの

説明でありましたが、一番大事なのはこの事業を実行するにしても、住民

が最低でも何か潤うといいますか、サービスとしてつながるような事業で

なければならないと思っております。先の説明にありました満足度という

項目には積極的に取り組んでいただきたいと思います。住民は今、行政に
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対して何を考えているかを感じていただきたい。私自身、結構不満の声を

聞いています。満足度は低いのではないかと感じておりますので、それに

あった事業の計画、進め方をしていただきたいと思います。

会 長 ただ今の件に関しまして、行政改革と間接的には関係ありますが、市の

これからのビジョン創りといいますか、総合計画の中で取り組む際には、

是非、観光というものに力点をおいていただきたいということでの御提案

であると思います。

市 長 今の行政改革大綱の姿の分かりやすいところといいますと、市の財政状

況、財布をどのようにして守っていくかや、行政の仕組みをどのようにス

リム化して効果を発現させるかというような、大きな枠の中のお話しで、

委員からお話しいただいたのは、例えば、将来ビジョン検討会であったり、

市の総合発展計画であったりというところで、農政や観光という部分で項

立てがきっちりとできていくという前段の部分であると考えていただけれ

ばと思います。それらを進めていくうえで、市は健全で健康でなければい

けない。その健康な体質をどのようにして維持し、運動力を発揮できるか

という仕掛けの話ということで御理解いただければありがたいと思います。

健康体を作り、フットワーク良く走れるような状況になることで、観光

産業や農業、林業、建設業、生活を守るであったりという、例えば、この

中に含まれる病院や給食センターをどうするかという話も行政の仕掛け、

組織立てをどうするかとという考え方から出ていることだと御理解をいた

だければと思います。

委 員 この大綱は、市の予算に合わせて計画されたということでしょうか。

市 長 市の予算はこの大綱から生まれると思っていただければと思います。こ

の大綱は、５年間の間に市はここまでスリム化しなければならないという

約束事をみんなで作ろうというものです。スリム化する中で、出していく

お金はどれぐらいまで使えるのかということは、その後の話であると考え

ていただければと思います。

委 員 やった結果を出していくということでしょうか。

市 長 第１次の部分はこれまでの取組結果をお話ししておりますが、第２次で

は、それを更に進めていくための仕掛けづくりとなる基本の装置であると

思っていただければと思います。

委 員 これに基づいて事業計画を立てるということではないのでしょうか。例

えば、これは高すぎたとか、これは無駄であったというようなことではな

いのでしょうか。

事務局 この大綱の中の１番最初の項目となりますが、健全な財政運営の推進と

いう項目の中の、行政改革システムの推進、事務事業評価の実施という取

り組みの中で、事業に関しての削減や統合、縮小などを検討することにな

ります。

大綱の実施項目の段階では、それらの予算の部分は検討されることにな

ります。
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委 員 大綱素案の４ページでは、主な財政指標ということで大変詳しい説明を

していただき、仙北市はある程度標準的な位置にあるとのことですが、数

字が標準的であっても、行われている行政サービスが標準的ではないと問

題になってくるかと思います。

１つの例として、住宅関係に関する補助、支援などは、仙北市では秋田

県の中でもほとんどないという位置にあると思います。住宅を新築した場

合の様々な支援制度が、仙北市で行われていないのであれば、標準的では

ないサービス水準かと思います。ほかにも色々と調べてきたわけですが、

数字だけが標準であっても、そこから生まれるサービスは県の標準から比

べて実際にはどうなのかというところを具体的に知りたいと思っています。

次に、この中では協働についてはかなり強調されており、今の政府や政

権が言っている新しい公共というものに通じると思いますが、それを実施

するためには、行政と民間がそれぞれ独立していては実現しないわけです。

当然、この中にもうたわれておりますが、ＮＰＯなどの市民活動があって

こそ、協働というものが示されると思います。仙北市では現在、ＮＰＯの

具体的な支援組織はないはずです。秋田県でいえば遊学舎という具体的な

支援組織があるわけですが、今後、仙北市でも設置を考えているのかをお

聞きしたいと思います。

次に、人事評価についてでありますが、これは非常に難しい問題である

と思います。例えば、国レベルでは、公務員の給料であっても下がるとい

う時代ですが、人事評価をしても評価を得るためだけの行動をする人が当

然出てきますので、それはまずいと思います。具体的な人事評価制度を行

う部署といたしまして、どのような部署でどのように行われているのかお

伺いしたいと思います。

次に、電子入札制度、はっきりと言えば予算執行の部分でありますが、

近隣の市町村でも電子入札制度が徐々に導入されているところです。私も

電子入札制度を活用し、実際に契約もして、その内容も聞いてきたところ

ですが、かなり効率化が行われているとのことでしたので、どのような経

緯で今回の取組項目から見送られたのか知りたいと思います。

最後に、第三セクターの指定管理者、諸々の市の施設、団体に対する補

助金、助成金あると思います。今回の改革案にもありますが、必要がある

ものは残すであるとか、継続的にただダラダラと出しているようなものに

は出さないという内容を書いているものと思いますが、例えば、次の案件

の事務事業評価シートを見てきましたが、補助金を継続的に出すことによ

って維持されている経済活動、いわゆる利益が発生するような活動がこの

中にもあると思いますが、これまでは、補助金をもらうことによって維持

されているような活動もあるわけです。それを具体的にどのようにしてい

くのかというところを教えていただきたいと思います。

会 長 ５点ほど質問が出ましたので、事務局より御回答願います。

市 長 はじめに住宅関連の部分からお話しいたします。

委 員 住宅関連といいますか、財政指標などは数字的には非常に優秀と思いま

すが、数字の内容と実際に行われている結果の内容に差はないのかという

ことです。
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市 長 個人的な感想を述べますと、県の平均もしくは類字団体と同じぐらいの

財政構造を維持しているということが自分は不思議です。どういうことか

といいますと、職員数は明らかに類字団体よりも多く、面積も広いという

特殊事情があるにも関わらず、財政状況が維持できているということは、

政策的な経費を使えない状況であることの裏返しではないかと思っており

ます。

１つの例として、委員がお話しされた住宅に関する市単独の制度がない

のではないかということも、このシートから見ると、本質的には肩並びの

状況であるけれども、それが故に一般的な政策予算を捻出できていないと

いうことの裏返しの意味があるのではないかと自分では思っております。

それから、ＮＰＯ関係の方々との連携は非常に重要であるとは思ってお

りますが、仙北市にはＮＰＯ団体連絡協議会という組織が昨年立ち上げら

れておりまして、その方々がＮＰＯに関する様々な御相談をお受けしてい

ただくことになっておりますが、遊学舎のような状況ではありません。秋

田県の場合、中央、県北、県南地区とＮＰＯセンターが御存じのようにあ

りまして、横手にある県南ＮＰＯセンターが仙北市も所管してくれていて、

そことつながっているという状況にあるということが１つです。

それから、人事評価はお話しにありましたように、様々な側面があり、

先ほどお話ししましたように、基本的な人事評価は上司から人事を担当す

る総務部総務課へ情報が集約されているという状況があります。例えば、

人事異動につきましても、総務部で様々な聴き取り、業務体系、質と量の

聴き取りも行っております。そのようにして適切な人員配置と適正なボリ

ュームを確保したいというようにしております。

次に、補助金についてお話ししますと、基本的には毎年出しております

補助金を来年も出すというようなことはやっておりません。どのようなこ

とかといいますと、今回、体育協会に新たにヒアリングに参加いただきま

した。その時にも典型的なお話しがありましたが、今までいただいている

お金をもらいたいと思って来たわけではないと団体側がお話しすることも

あります。ということは、市の状況をそれだけ御理解いただいている方々

が増えてきたということになります。市の方針といたしましても、事業に

対する補助金は出しますが、運営費に対する補助金は出さないというよう

なルールを持っているつもりです。

例えば、昨年度２百万円交付していた団体があって、その２百万円から

人件費に充てているというものは、基本的にはお支払いできないわけで、

それは会費で賄うべきだろうし、自分たちで捻出すべきであろうと思って

おります。けれども、その団体がもう10万円あったら、このような新規の

事業ができる。新規なので、どうにかしてこの事業を定着させたい。３年

くらい掛かって定着できるという話であれば、10万円を３年間付けますと

いうかたちで応援します。事業費に補助金を出して、運営費に補助金は出

さないという方針を一応持っております。

委 員 お聞きしたかったのはそのような内容ではなく、利益が発生するような

事業に対する補助金についてであります。

市 長 これも個人的な見解でお話しさせていただきますと、その団体に利益を

生むというものなのか、団体に所属する企業であったり、様々な方々の利

益に供するものなのかという判断があります。

自分の場合は、所得を10％高めていただきたいという視点を持っており
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ますので、それに供することが可能だと判断した場合は提供することはや

ぶさかではないというように思っております。

委 員 それは駄目だということではなくて、それを継続的に支給されることに

よってしか、それが維持できない状況になっているものではないかという

ことです。

市 長 それはよろしくない状況であると思います。更に、各団体の決算などを

見させていただくと、繰越金が毎年発生しています。それは、補助金をい

ただいていて、繰越金があるという話はないでしょうという話しも強くさ

せていただいております。

委 員 現状は皆さんお分かりと思いますので、それをどこで切るかということ

です。

市 長 後はその団体の方々が、例えば、平成22年度でどれだけ活躍いただいて、

努力いただいたかという評価をさせていただきたいと思っております。

事務局 電子入札制度に関しましては、県の共同型を検討していたということで

すが、近隣の加入団体が少ないということと、財政的な面も発生するとい

うことから、現段階ではもう少し周りの動向を窺うということが、担当課

としての判断となっております。

委 員 参加団体は増えてきておりますが、実際は行政のメリットよりも市民の

メリットの方が大きいのではないかと私は感じております。

市 長 この件に関しましては、我々も検討したいと思います。

会 長 おおむね正午を目途にこの会議を終了したいと考えております。この後、

６名の委員の意見を伺わなければいけませんので、一問一答やりとりもい

いとは思いますが、是非これだけはというものをお話しいただければと思

います。

委 員 時間もおしてまいりましたので、端的に申し上げます。

第１点目に、補助金の問題に関しましては市長が申し上げたとおりであ

りますが、今年度では２億数千万円という補助金が交付されています。こ

れまで我々には、どこに、どのような補助金を交付し、最終的にはこのよ

うになったという報告がありませんでした。そういったものは多少なりと

も市民が知っておくべきだと思います。補助金の問題につきましては、私

は当初から疑問をもっていたところもありますので、情報公開していただ

ける体制を整えていただきたいと思います。ただ補助金をいただいた団体

の決算を出してという会議はこれまでもあったわけですが、そうではなく、

しっかりと精査し、出すべきものは出すというかたちでなければ、どこま

でいっても慣例でやってきたというわけにはいきませんのでお願いしたい

と思います。

それから２点目として、病院の改革推進計画の進捗状況は、私たち市民

が見ても分かりません。どこどこの委員会で何々をしたとはありますが、

最終的にはどこまで進んでいて、この後どうなるのかということが分かり
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ませんので、誰が見ても分かるようなシステムでお知らせいただければ、

３万１千人の市民が安心できると思います。

次に、温泉事業についてですが、温泉の安定供給についてはどこまで責

任を持つのでしょうか。資源の枯渇もあり得ますので、十分に試算してい

かなければ、今あるから良いというのではなく、いつどうなるか分かりま

せんので、そのあたりの腹づもりも十二分に据えておく必要があると思い

ます。これは、今まで田沢湖の場合でありますが、高原の温泉に関しまし

て様々な辛酸を嘗めてきた経験をみてきたわけです。今は安定して供給し

ていると思いますけれども、この件に関しましても十分に市として考えて

いく必要があると思います。

次に、遊休地の問題でありますが、仙北市にもかなりの遊休地や施設が

あると思います。そのような財産の情報公開を行っていただき、これまで

持っていたからこれからも持っているではなく、やれることはしっかりと

精査すべき時期にきていると思います。

次に、窓口業務に関してでありますが、先ほどの人事評価と同じように

難しい問題もあろうかと思いますが、最終的に災害時など夜間における、

これは様々なところで言われておりますが、まったく進もうともしないし

後にも引かないという状態ですので、もう少し市民に安心できる対応がで

きるような、例えばシルバー人材センターに任せきりで、派遣するだけの

状態ではなく、しっかりと市としての腹づもりもしておかなければならい

と思います。

それから、公共事業の中央公民館の件とその他の公共施設の統廃合につ

いてでありますが、合併後６年も経ち、空いているところは壊れ、それに

お金を掛けなければならないというところもあると思います。ただ空いて

ますではという状態ではいけないと思いますので、色々なところで討論が

あるときには、その辺りもお考えになってくだされば市民も安心するので

はないかと思います。

次に、職員の能力に関しましては、ここで言うのは厳しいかもしれませ

んが、これまでの行政改革の取り組みについて、職員の定数の是正だとか、

年間平均で800万円という高額な給料をもらっていて、職員が淡々と一般市

民は何をやっているのかと感じていることを十二分に認識していただくこ

とで、職員の方々もかなり違った意識を持つと思います。何にしても、年

間800万円という額をもらっているのであれば、これだけもらっているのだ

から市民のために頑張るというところまでこなければ、職員の問題は解決

しないと思います。

それから、地域運営体でありますが、地域職員の配置については、地域

に精査し、本当にやれる、やるという人間を配置していただかなければ運

営体も大変困るのではないかと思います。私も運営体に入り、勉強してお

りますので、この点については、ただ職員がいるからという問題ではない

と思います。人事関係の問題もあり、大変難しいと思いますが、この点に

よって、運営体が市長の思っている方向に進むかが決まりますので、これ

から十二分に精査しながら頑張っていただければ大変ありがたいと思いま

す。

要望として受けていただければ回答は必要ありません。以上で終わりま

す。

市 長 １つだけ認識が違っているところがありまして、温泉に関してでありま

す。今、温泉は決して良好な状況にはありません。温泉の井戸が老朽化し
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てしまっており、いつ爆破するか分からない状況にあります。これは高原

地区へ配湯しているものですが、これが止まってしまうとホテル街全部が

駄目になってしまいます。ということで、実は新しい温泉を掘らせてほし

いというお話しをさせていただいておりますが、温泉を経営している方々

は、新しい湯脈がどのように自分のところの温泉に影響するのか心配なわ

けです。自分たちも影響がないとははっきりと言えない状況にあります。

そのような経緯もありまして、相当難儀しているという状況があることだ

けは認識しておいていただければと思います。

委 員 私も決して安定しているとは思っておりません。ただし、これをやるに

はかなりのお金を支出しなければできない状態を、今まで私もみてきてお

りますので、起きてからこうだというのではなく、今から少しずつ話をし

ながら進めていただければ良いのではないかと思います。

委 員 私はボランティア活動をしている立場でのお話しになりますが、ＮＰＯ

及びボランティア団体の育成、強化に取り組むということでありますが、

私たちは約20人ほどの主婦たちで活動しておりますが、市からこうしたボ

ランティアの方たち対し、こういった援助をしてほしいとか、協力してほ

しい、こういった助成をしたいけれどもどうですかということが一切あり

ません。こちらから行きますと、前例がないというかたちでいつも門前払

いされます。また、年度が替わると担当職員が異動したのでと言われ、出

直さなければなりません。

例えば、自分たちは物を扱っているのではなく、大切な生命を預かって

る仕事ですので、もし事故があったり、怪我があったり、預かる身に何か

あった場合でも補償というものが発生するために、保険を掛けて活動して

いる関係上、ある程度の有償ボランティアとして活動させていただいてお

ります。使われていない施設を貸していただき、活動したいとお話しした

こともありましたが、有償ボランティアには公の施設は貸せませんとか提

供できませんと言われ続け、児童館を使用させていただきたいお話しした

ときには、あなたたちの団体だけ特別扱いはできませんというかたちでし

たので、仕方なく自宅に事務局を置いて細々とやっている状態です。そう

した団体は他にもたくさんあると思います。小さい旗を振って、旗が見え

る程度の人達が利用しているようなもので、やはり、市で大きい団旗を掲

げ、その中で私たちのような小旗のグループが有意義に活動できるような

システムを組んでいただければありがたいと思っております。

私たちの団体は８年目になりますが、平成14年度に県の行政サポーター

講座を修了した者が立ち上げたグループですので、そのような養成講座を

県の方からでも持ってきて、サポーターの人材を育て、それを１つの包括

にしてシステム化をすると、もっと市民の力をいただけるのではないかと

思います。

もう１つ個人的な話になりますが、病院の件になります。田沢湖にはす

ばらしい病院ができておりますが、まるでホテルのようで、このようなと

ころに入院して療養できるの方がうらやましいと思いながらも、中身がう

まく機能していないところですので、角館病院と田沢湖病院を１つのもの

と考えて、患者さんがバスでも良いと思いますので、動けるようなシステ

ムを設けると田沢湖病院をもっと活用できるし、角館の患者さんも田沢湖

の病院で診察受けたり、治療できるというようなしっかりとしたシステム
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があると、もっと患者さんが増えるのではないか、患者さんが増えるとお

医者さんを呼べるのではないかというように思います。

透析を受けている患者さんは、週に３日通わなければなりませんので、

月５万円を掛けて頼んでいるという方もおりますし、角館の方が田沢湖の

病院で診察を受けるために新幹線で行っているという話も聞きます。そう

したときに、１台のバスが１日に何回か往復しただけで、その方々たちは

安い足代で良いお医者さんに診ていただけるのではないかと思っておりま

す。そのような病院の経営に関しても、患者さんの動きというものは必要

ではないかと思います。

保育園の件に関しましては、市長からだいぶ具体的なお話しがあり、明

るい未来が見えてきました。私たちは待機児童に関しての支援をしており

ますが、本当に何もできない状況です。たくさんのＳＯＳの依頼がきます

が、受け入れる自分たちが目一杯の状況で、本当にかわいそうな状況です

ので、待機児童の受け皿を市としてもしっかりっと整えてていただきたい

と思います。それにはいくらでも協力しますので、よろしくお願いいたし

ます。

市 長 今のお話しを聞いて、ボランティア団体の方々が一生懸命活動をしたい

としても、市の方でまったく協力的でないという状況があるあるというこ

とに大変ショックを受けました。担当がどこかという話しを抜きにしても、

仙北市は市民との協働、市民分権だということを旗に上げている自治体で

すので、ボランティア団体やＮＰＯの方々との連携というのは生命線にな

ります。今までの対応の仕方につきましては、至急改めさせていただきた

いと思います。

副市長 収益と有料とは違いますので、その部分に認識の違いがあったかもしれ

ません。

市 長 利益誘導型ということで、市の方も考える部分があったと思います。け

れども、それ以上に市民の方々が活動できるステージを作ることを応援で

きていないということに対して非常に問題を感じましたので、至急改めさ

せていただきます。

２点目の病院の話をさせていただきますと、委員の皆さんは医療局をご

存じでしょうか。この件はどこでお話ししても誰も知らない状況となって

います。仙北市では１月１日に医療局ができました。医療局は何をすると

ころかといいますと、今まであった角館病院や田沢湖病院、診療所もあり

ますが、それぞれ会計が別の団体となっております。そうした別々の経営

体を１つの経営体と考え、これからは人事も予算も医療局で行っていくと

いう新しい組織になります。４月になりますと、病院事業管理者という方

がきます。今までは市長である自分が管理者でしたけれども、自分はお医

者さんではありませんので、先生方や看護師さん方の話を十分に理解する

ことができておりませんでした。これを解消するために、専門分野のお医

者さんに着任していただくことになりました。宮川さんという方ですが、

この方が来て一元化していきます。そうなると、例えば２つの病院や診療

所の役割機能の分担がしっかりとできていくと思います。角館病院は急性

期、田沢湖病院は慢性期を主に受け持つとか、先生方の数も、例えば、こ

ちらにいる先生方にあちらへ行ってもらうとか、同じように看護師にも動

いてもらうというようなこともできるようになります。これまではなかな
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か難しかったということがありますが、そのようなことをやらせていただ

くということで、大きく病院の環境は変わっていくというように思います。

最後にもう１点、待機児童の件に関しましては、自分たちも最重要だと

思っております。子どもを受け入れるものがないということで、今回の予

算では、不具合だといわれている様々なものを改修するということを優先

的にやらせていただくことから、まずはやる気をみていただきたいという

ところを付け加えさせていただきたいと思います。

委 員 私は今回初めて委員になりまして、少し勉強しなければならないと思っ

ております。私は建設関係の仕事をしておりますが、市を褒めたいのは、

工事を地元発注してくれているところであります。本当にありがとうござ

います。

次に、除雪等でございますが、除雪は道路の雪を排雪するわけではあり

ませんので、押していくことで田や畑に入ってしまいます。この件に関し

ましては、来年度、市から地域の方々へ、ここへ投げては駄目だとかいう

ことをすべて聞き入れていては、いつまで経ってもできないわけで、その

点を理解していただけるようにしていただければと思います。

もう１つは、今の子ども達は、ほとんどが自家用車で通学しております。

先生方も自家用車で通学していることもありまして、朝は学校の近くが非

常に混み合い、トラブルも起きているようであります。色々と大変な部分

もあろうかとは思いますが、子どもたちにとっては歩くことも必要ではな

いかと思っております。

市 長 除雪の関係では、シーズンに入る前に、今まで雪を置かせてもらってい

たから良いと思っていたという例が何件かありました。代替わりしたこと

や様々な環境が替わったこともありますが、今年はシーズンに入ってしま

いましたので間に合いませんでしたが、来年度からは、例えば、今まで雪

を置かせていただいていたところには、今まで良かったからこの後も良い

というという話しではなく、貸してくださいであるとか、春に農地などへ

石があった場合は私たちが拾いますというところまでしっかりと話をした

上で、除雪体制に入らなければならないということを担当部署と話をして

おります。こちらも人手不足ということがありましたので、すぐに対応で

きなかったこともあると思いますが、市ではそのような状況にあるという

ことをお伝えしておきたいと思います。

委 員 除雪に関してもう１つ。建設業の資格を取得していない方へも市ではお

願いしているわけですが、市では一度、建設課から責任者へ説明をしてい

ただき、苦情の来ない体制を整えていただければと思います。

委 員 私も初めて参加させていただきましたが、我々に何を求められているの

か、そこがはっきりしていないと思います。というのは、このような大綱

案というものを作っていただいて、その説明を今日受けました。我々がど

のようにしたら良いかという細かい部分はこれから作っていくと思います。

細かい部分を話したら限りなく出てくると思いますので、何を求めるのか

をもっと具体的にしていただきたいと思います。

昨年度の普通会計の決算をみましたが、歳出の部分でその他経費という

のが突出しております。11億という金額が前年度よりも多くなっておりま

す。これは何が入ってこれだけ多くなっているのか、これからスリム化す
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るにあたり、このまま計上されていくのかということについて知りたいと

思います。

そして、協働型の市政運営というかたちでは、我々もまちづくりを組織

しておりまして、できるだけ町の中に活気を付けたくて活動しております

が、市からの助成はほとんど受けておりません。我々は国土交通省からも

補助をいただいております。それを大いに活用して地域を興していきたい

と思っております。

今後とも、市は、色々な小さな団体があると思いますので、そういった

団体すべてを把握してください。その把握作業から始めていただきたいと

思います。

もう１つ、これは要望となりますが、先ほど市長は民間の人たちであれ

ば、働けば働くほど自分たちの利益になるとお話しされましたが、今は非

常に厳しいです。仙北市と同じように我々も厳しい状況です。その中で勝

ち残っていくため、皆さんは色々と努力していると思います。私は人材育

成という観点で行きますと、会議をやっても、何をやっても良いですが、

民間の仕事を少し研修していただきたいと思います。キュウリ１本、野菜

１つ売るのにどれだけ苦労しているのか、そういったことを覚えていただ

かないと、市民がお客さんだとすれば、その人にどう対応したらいいかと

いうのが分かってくるのではないでしょうか。そこは私からの要望として

受け止めていただきたいと思います。

保育園事業とか色々とありますが、私も渦中の１人でありますので、市

長とは直接お話しもさせていただきましたし、そういった細かいことでは

父母の方たち、老人施設であれば家族の方たちともう少しお話しが必要で

はないでしょうか。以上です。

市 長 誤解いただいたのであれば申し訳ないと思いますが、先程お話しいたし

ましたのは、民間であれば商いをする場合は、独占禁止法や商法の関係が

あるかもしれませんが、基本的に儲けてはいけないという法律はないわけ

です。ところが、公務員は儲けてはいけないわけです。

委 員 それは分かりますが、行政サービスとして考えた場合、我々も儲けるた

めには色々なことをやります。相手との会話というのは非常に大事なこと

です。それはどこの世界でも同じです。その部分で、儲けるために話をす

るのではなく、商売をする人達は儲けるためとコミニケートをとるために

話をしています。そのコミニケートをとるための部分はまだまだ民間の方

がレベルが上だと思います。

市 長 その話は次回の広報に自分も全く同じことを書いておりますので、お読

みいただければありがたいと思います。内容といたしましては、公務員法

と人事院勧告というものに安住してはいけないという戒めがなければいけ

ないというステージの上で、自分ができることは何なのかということを自

覚しなければいけないという発展型が必要であるという話です。

もう１つ、団体を認識できていないということはあるかもしれません。

委 員 それがすれ違いの原因ではないでしょうか。

市 長 例えば、自分たちもこういう事は誰に相談したらいいのだろうかと悩む

こともあります。色々な方々の色々な団体があって、活動があると思いま
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す。それを自分たちは認識できていないかもしれません。この御指摘はし

っかりと受け止めます。

それから、自分たちに何を求めているのか、何をやればいいのかという

話でありましたが、皆さんは皆さんなりの毎日の生活の中で、今お話しが

ありましたように、例えば、お客様と接している目線があったり、商いと

して稼業を行っているという目線があったり、それから地域活動、まちづ

くりのプランナーであったりと様々な側面をお持ちの方々でありますので、

そうした側面をお持ちの方々は、基本的には行政側にはいないわけです。

全部がそうだというわけではありませんが、そういった立場ではないとい

うことで、行政は行政のプロとして計画を立案していきたいけれども、プ

ロの目から死角になっているものはたくさんあって、それがむしろ重要な

ものがあるのではないかという危機感もあります。そのようなところを御

指摘いただきたいし、そのようなことを計画に盛り込んでいく作業に参画

していきたいということが皆さんへお願いしたい内容になります。

委 員 私はようやくここまできて、この会の意味が少しずつ分かってきました。

まず最初のサマーレビューって何というところからのスタートでしたので、

１歩遅れているなという感じでいます。私は主婦であり、家業の小売店を

営んでいることもありまして、やっぱりこの仙北市を元気にして所得を上

げることには農家の力が大切と思っている１人です。自分の家は農家では

ありませんが、農家のおじいちゃん、おばあちゃんが元気になって頑張れ

るようなところであれば、市が全体的に元気になると思って活動しており

ます。

補助金、年金、福祉など様々ありますが、この会議以外にもよく会議が

招集されます。そこでは皆さんの意見を聞きたいということで招集されま

すが、結局は結果が決まっていて、それを承認してくださいみたいな会議

になります。それであれば私たちだって忙しいのだから、わざわざ呼ばな

くても良いのでないかと思っております。この会議では、皆さんが話し合

った内容が反映される会であるようにお願いいたします。

せっかくの機会ですので、普段接しているお客さんや仲間たちが困って

いることも色々ありますので、それを整理して地元のおじいさん、おばあ

さん、農家を営んでいる人たちがこんなことに困っているということをま

とめて来たいと思っております。

市 長 お話しのとおり、白紙のままで皆さんへ作ってくださいということはで

きないわけですので、ある程度の設計図なり、方向性なりはプロとして私

たちが提供いたしますが、その肉付けであったり、視点の入れ替えであっ

たりをお願いしたいということでありますので、一緒に作っていくという

気持ちでよろしくお願いします。

会 長 色々と皆さま方から貴重な御意見が出されました。これまでの取り組み

の中で、１期、２期の各委員の皆さま方から出された貴重な意見のうち、

行政としても是非取り組むべきだというものについても項目として挙がっ

ておりますし、運用の中での実施項目として載っているということも御紹

介申し上げたいと思います。

私からも１つ感じていることでありますが、これからの人口予測です。

先ほど説明にもありましたように、国勢調査の人口が５年間で2,300人減っ

ています。単純に計算しますと１年間に450人もの人口が減少しております。
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今回の国勢調査の速報値が広報にも載っておりましたが、単純に計算いた

しますと、20年後には仙北市の人口は１万8,000人になります。地方に都会

からお客を呼ぶという施策もやっておりますが、今後も具体的にやってい

ただきたいということと、職員の定数管理でありますが、私の知る限りで

は、人口100人に対して職員１人が適正と言われておりました。現在は分か

りませんが、それからすると人口約２万9,000人でありますので、単純に計

算しますと職員は290人で間に合うわけです。確かに職員個人の能力もあり

ますので一概には言われませんが、そのような意味からすれば、今後、職

員数の適正化というものを、平成23年度から５年間の計画として数値で表

すことになろうかと思います。そこも加味しながら、先ほど市長が申し上

げました福祉部門の施設関係にいる職員も結構多いと思います。この施設

を民間委託いたしますと、サービスの質を落とさないように運営するため

に、職員も民間に移管することでその分も減ってきますので、実際の職員

数はもっと減るものと思います。計画をしっかりと立て、５年間の目標数

値を定めてやっていただきたいというのが私からの御要望でございます。

それともう１つ、市の例規集は現在も加除式でしょうか。

市 長 加除式となっております。

会 長 この件に関しましては、条例の改正や規則の改正があれば、必ず年数回

加除しなければなりません。これに要する費用は莫大であると思います。

費用としては１千万円ぐらいではないかと思います。それを、今ではイン

ターネットでも見ることができますので、もっと普及するようにしていた

だければと思います。

市 長 委員がおっしゃるとおり、加除をしなくてもいいようにするため、イン

ターネットでも見ることができる状況になっています。そのため、冊数は

相当減らしています。

副市長 職員はインターネットで見るということで、冊数はかなり減らしており

ますが、それがいくらからいくらまで減ったかというところは後で確認い

たします。

市 長 福祉部門の人事、人数に関してでありますが、減らすという視点も確か

にありますが、サービスの維持向上というのが原則であります。もう一方

で、今回良かったと思うのは、角館の桜苑や寿楽荘は来年度の４月から社

会福祉協議会に移譲となりますが、それを受けて、約40人の臨時職員を正

規職員として採用することになります。民間の方々の雇用の確保が進めら

れるという具体的な例を示すことができたということで、非常に良かった

と思っております。この考え方がすべてとは言いませんが、保育園に関し

ましても、若い保育士さんが活躍できる場を作るということも必要ではな

いかと思っております。それは職員側の話だろうということもありまして、

大事なのは子どもたちの側から見なければいけないという意見を皆さま方

からいただいております。自分も全くそのとおりだと思っております。

副市長 ３点ほど補足したいと思います。先ほど、しっかりと目標の設定をして

くださいとありましたが、この件に関しましてはできる限り数値化したい

と思っておりますが、どうしても数字化が馴染まないものもありますので、
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できるだけ定量的にはセットいたしますが、定性的な部分も中には出てく

るというところも御理解いただきたいと思います。

次に、職員の評価の問題であります。現在、評価制度を取り入れるべく

検討をいたしておりまして、それが民間では当然でしょうけれども、給与

にはね返るような仕組みができないかどうなのか。当然、はね返させるべ

きだろうというかたちの中で検討が進められているということを申し上げ

ておきたいと思います。

それから、将来人口数値をどう見るかということでありますが、仙北市

では去年170人しか生まれておりません。平均年齢で80歳まで生きるとして、

80を掛けますと、その子どもたちが80歳になるときには１万3,600人にしか

なりません。もっと下がるだろうという非常に厳しい人口推計になるだろ

うということで、そうではいけないということで頑張りたいということで

お願いしております。

会 長 この機会に、改革に関してこれだけは御議論お願いしたいということが

ありましたらお願いしたいと思います。

委 員 防災マップがどのぐらい進捗しているのか、どの程度の中でできている

か、口で説明されておりますが、また次の災害が起きたときに同じような

状況ではいけないと思いますので、その点についてだけお伺いしたいと思

います。

市 長 年度末もしくは年度当初になるかもしれませんが、新しい防災に関する

マップを各世帯に配布する準備をしておりまして、先ほど委員から御指摘

のありました夜間の緊急時にどこに電話を掛けていいのかすら分からない

ということに対応するため、４３－１１１１の代表電話番号でありますが、

これに掛ければ誰かが必ずでるということであるとか、前回の災害時には

デジタル電話に落雷があって全く不通になってしまったという反省もあり

まして、各地域にはアナログの電話も設置しております。このアナログの

電話番号はこれですよというものを表にして皆さんに見ていただけるよう

なものを作って、お渡しできる目前にきています。

（２）行政評価について

会 長 それでは次の案件に入ります。時間も予定を過ぎておりますので、仙北

市行政評価について事務局からは簡単に御説明願いたいと思います。

事務局 仙北市行政評価システムについて、資料に従って説明

会 長 行政評価の質疑の時間を設けておりましたが、予定時間も過ぎておりま

すので、御質問等がございましたら３月の会議の際にしていただくことと

し、本日は報告を受けるということにさせていただきたいと思います。委

員の皆さまよろしいでしょうか。

《異議なしの声あり》
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（３）その他

会 長 それでは次の案件に入ります。（３）その他として事務局から何かあれ

ばお願いしたいと思います。

事務局 前回の行政改革懇談会において、会議録の公表にあたって委員の皆さま

の氏名を公表してはどうかという御意見をいただきましたので、その点に

ついて御審議いただきたいと思います。

また、本会議の開催場所についてですが、３地区持ち回りで行っており

ます。前回は田沢湖庁舎で行いましたので、次回の会議は３月下旬に角館

交流センターで行う予定となっておりますのでよろしくお願いいたします。

会 長 事務局より、会議録の調製について御提案がありました。これまでは委

員の皆さんの氏名は非公開で、委員の発言ということで会議録が公開され

ておりましたが、前回の会議の際に発言者の氏名まで入れた方がよいので

はないかとの意見がありました。この取扱いについて委員の皆さまの御意

見を伺いたいと思います。

委 員 この会議での発言は、自分が所属する団体としての意見であり、個人の

意見ではありませんので、各分野を代表する委員の意見としていただけれ

ばと思います。

委 員 発言に責任を持ちたくないわけではありませんが、色々と弊害もありま

すので、これまでと同じようなかたちで良いのではないでしょうか。

委 員 氏名の公表について、市の規程で定められていないのでしょうか。

事務局 規程はなく、委員の皆さまにお諮りすることになります。

会 長 それではこれまでと同様に、委員の氏名は公表しないということでよろ

しいでしょうか。

《異議なしの声あり》

会 長 異議なしとの声がございましたので、事務局から御提案のありました会

議録の調製につきましては、これまでと同様に、皆さまの御意見、御質問

は氏名を伏せて公表することにしたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。

また、次回の会議は３月下旬に角館交流センターで行うことになります

が、時間等につきましては、事務局より改めて御案内があると思いますの

で、御意見、御質問等をまとめてお集まりいただければと思います。

それでは、これをもちまして行政改革懇談会を終了いたします。本日は

長時間にわたり御苦労様でした。

（午後０時１５分 終了）


